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○防災上の留意事項

6.6（暫定値）

発 生 時 刻
（地震が発生した時刻 ）

10月21日14時07分

（最初に地震を検知した時刻）

鳥取県中部、深さ11km（暫定値；　速報値約10kmから更新）

支 援 資 料
平成28年10月22日18時00分
大 阪 管 区 気 象 台

平成28年10月21日14時07分頃の鳥取県中部の地震について

検 知 時 刻 10月21日14時07分

震　　度 【最大震度6弱】鳥取県倉吉市（くらよしし）、湯梨浜町（ゆりはまちょう）、北栄町
（ほくえいちょう）で震度6弱、鳥取県鳥取市（とっとりし）、三朝町（みささちょ
う）、岡山県鏡野町（かがみのちょう）、真庭市（まにわし）で震度5強を観測した
ほか、中国地方を中心に、関東地方から九州地方にかけて震度5弱～1を観
測しました。

西北西－東南東方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型（速報）

マグニ チュ ード

場所および深さ

発 震 機 構

本件に関する問い合わせ先： 大阪管区気象台気象防災部地震火山課 06-6949-6307

　鳥取県中部では活発な地震活動が続いています。
　揺れの強かった地域では、家屋の倒壊や土砂災害などの危険性が高まっているおそれがありま
すので、今後の地震活動や降雨の状況に十分注意し、やむを得ない事情が無い限り危険な場所
に立ち入らないなど身の安全を図るよう心がけてください。
　過去のこの地域の事例では、大きな規模の地震の発生後に規模の近い地震が続発した事例が
あることから、揺れの強かった地域では、地震発生から１週間程度、最大震度６弱程度の地震に
注意してください。特に地震発生から２～３日程度は、規模の大きな地震が発生することが多くあ
ります。



平成 28 年 10 月 21 日 14 時 07 分頃の鳥取県中部の地震 

地震活動の状況（10 月 22 日 16 時 00 分現在） 

震央分布図 

（2016 年 10 月 21 日 12 時 00 分～10 月 22 日 16 時 00 分、M２以上、深さ０～20km） 

 

上図の地震活動経過および回数積算図

震央分布図中の茶線は

「新編日本の活断層」に

よる活断層帯を示す 

今回の地震

湯梨浜町

倉吉市 

北栄町

三朝町

鳥取市 
琴浦町 

大阪管区気象台作成

丸の大きさはマグニチュードの大きさを表す。 

21 日 22 日

横軸は時間、縦軸は左がマグニチ

ュード、右が地震の回数積算。折

れ線は地震の回数を足し上げたも

のであり、縦棒のついた丸は地震

発生時刻とマグニチュードの大き

さを表す。 
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最大震度別地震回数表（10 月 22 日 17 時 00 分現在） 

 

※この資料は、以下の気象庁 HP で毎時 40 分頃に更新される予定です。 

http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/2016_10_21_tottori/yuukan.pdf 

大阪管区気象台作成






